
告

示 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

 
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
四
条
第
五
項
に
準
用
す
る
第
六
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
場
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
関
し
、
利
害
関
係
人
の
意
見
を
聴
く

た
め
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

岡 

本 

信 

明 
 

 
 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
五
年
二
月
七
日 

午
後
一
時
三
十
分 

二 

開
催
場
所 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
一
番
四
号 

 
 

埼
玉
会
館 

四
Ａ
会
議
室 

三 

案 

件 

 

イ 

公
示
番
号 

群
馬
県
共
第
七
号 

 
 

⑴ 

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項 

 
 

 

㈠ 

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
の
時
期 

 
 

 
 

 

漁
業
の
種
類 

 
 

 

漁
業
の
名
称 

 

漁
業
の
時
期 

 
 

 
 

 

第
五
種
共
同
漁
業 

 

あ
ゆ
漁
業 

 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
す
漁
業 

 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
や
ま
め
、
い
わ
な
を
含
む
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
い
漁
業 

 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
な
漁
業 

 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
ぐ
い
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
い
か
わ
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
か
さ
ぎ
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 

㈡ 

漁
場
の
位
置 

 
 

 
 

 

藤
岡
市
、
多
野
郡
神
流
町
、
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
、
埼
玉
県
秩
父
市 

 
 

 

㈢ 

漁
場
の
区
域 

 
 

 
 

 

次
の
基
点
第
十
九
号
と
基
点
第
二
十
号
を
結
ん
だ
線
か
ら
基
点
第
二
十
一
号
と
基
点 

 
 

 
 

第
二
十
二
号
を
結
ん
だ
線
（
渡
戸
橋
下
流
端
）
ま
で
の
神
流
川
及
び
そ
の
支
流
（
三
波 

 
 

 
 

川
、
大
沢
川
、
鳥
羽
沢
川
、
柚
木
沢
、
安
房
沢
、
太
田
部
沢
、
法
久
沢
） 

 
 

 
 

 

基
点
第
十
九
号 

 

多
野
郡
神
流
町
、
藤
岡
市
の
境
界
及
び
国
道
四
六
二
号
と
の
交 

 
 

 
 

点
（
神
流
川
左
岸
） 

 
 

 
 

 

基
点
第
二
十
号 

 

基
点
第
十
九
号
か
ら
二
二
五
度
（
真
方
位
に
よ
る
。
）
の
線
と 



 
 

 
 

対
岸
と
の
交
点
（
神
流
川
右
岸
） 

 
 
 
 

 
 

基
点
第
二
十
一
号 

藤
岡
市
鬼
石
三
〇
四
番
三
（
神
流
川
左
岸
） 

 
 
 
 

 
 

基
点
第
二
十
二
号 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
字
姥
石
川
端
一
〇
八
二
番
六
番
（
神
流 

 
 

 
 

川
右
岸
） 

 
 

⑵ 

免
許
予
定
日 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日 

 
 

⑶ 

関
係
地
区 

 
 

 
 

藤
岡
市
、
多
野
郡
神
流
町
、
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
、
埼
玉
県
秩
父
市 

 
 

⑷ 

存
続
期
間 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

公
示
番
号 

群
馬
県
共
第
十
一
号 

 
 

⑴ 

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項 

 
 

 

㈠ 

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
の
時
期 

 
 

 
 

 

漁
業
の
種
類 

 
 

 

漁
業
の
名
称 

漁
業
の
時
期 

 
 

 
 

 

第
五
種
共
同
漁
業 

 

こ
い
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
な
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
な
ぎ
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ま
ず
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 

㈡ 

漁
場
の
位
置 

 
 

 
 

 

館
林
市
、
邑
楽
郡
板
倉
町
、
邑
楽
郡
明
和
町
、
栃
木
県
栃
木
市
、
埼
玉
県
加
須 

 
 

 
 

市 

 
 

 

㈢ 

漁
場
の
区
域 

 
 

 
 

 

次
の
基
点
第
三
十
三
号
と
基
点
第
三
十
四
号
を
結
ん
だ
線
（
谷
田
川
橋
下
流
端
）
か 

 
 

 
 

ら
上
流
の
谷
田
川
及
び
そ
の
支
流
（
基
点
第
三
十
五
号
と
基
点
第
三
十
六
号
を
結
ん
だ 

 
 

 
 

線
（
二
ツ
橋
下
流
端
）
か
ら
下
流
の
板
倉
川
、
基
点
第
三
十
一
号
と
基
点
第
三
十
二
号 

 
 

 
 

を
結
ん
だ
線
（
首
洗
堰
下
流
端
）
か
ら
下
流
の
鶴
生
田
川
、
楠
木
川
、
谷
田
川
導
水
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
点
第
三
十
一
号 

館
林
市
楠
町
三
六
〇
七
番
二
（
鶴
生
田
川
左
岸
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
点
第
三
十
二
号 

館
林
市
楠
町
三
六
〇
六
番
二
（
鶴
生
田
川
右
岸
） 

 
 

 
 

 
 

基
点
第
三
十
三
号 

栃
木
県
栃
木
市
藤
岡
町
内
野
地
先
（
谷
田
川
左
岸
） 

 
 

 
 
 

 

基
点
第
三
十
四
号 

栃
木
県
栃
木
市
藤
岡
町
内
野
地
先
（
谷
田
川
右
岸
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
点
第
三
十
五
号 

 

邑
楽
郡
板
倉
町
板
倉
大
新
田
三
三
四
五
番
（
板
倉
川
左
岸
） 

 
 

 
 

 

基
点
第
三
十
六
号 

 

邑
楽
郡
板
倉
町
板
倉
大
新
田
三
四
一
八
番
二
七
（
板
倉
川 

 
 

 
 

右
岸
） 

 
 

⑵ 

免
許
予
定
日 



 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日 

 
 

⑶ 

関
係
地
区 

 
 

 
 

館
林
市
、
邑
楽
郡
板
倉
町
、
邑
楽
郡
明
和
町
、
栃
木
県
栃
木
市
、
埼
玉
県
加
須
市 

 
 

⑷ 
存
続
期
間 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ハ 

公
示
番
号 
千
葉
県
内
共
第
十
四
号 

 
 

⑴ 

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期 

 
 

 
 

漁
業
の
種
類 

 
 

 

漁
業
の
名
称 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

第
五
種
共
同
漁
業 

 
こ
い
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ふ
な
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

う
な
ぎ
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

⑵ 

漁
場
の
位
置 

 
 

 
 

千
葉
県
野
田
市
、
柏
市
、
我
孫
子
市
、
印
西
市
、
印
旛
郡
栄
町
、
成
田
市
及
び
香 

 
 

 

取
郡
神
崎
町
、
茨
城
県
古
河
市
、
猿
島
郡
五
霞
町
及
び
境
町
、
坂
東
市
、
守
谷
市
、 

 
 

 

取
手
市
、
北
相
馬
郡
利
根
町
、
稲
敷
郡
河
内
町
並
び
に
稲
敷
市
並
び
に
埼
玉
県
加
須 

 
 

 

市
及
び
久
喜
市
地
先 

 
 

⑶ 

漁
場
の
区
域 

 
 

 
 

次
の
基
点
第
一
号
と
ア
の
点
を
結
ぶ
線
か
ら
基
点
第
二
号
と
イ
の
点
を
結
ぶ
線
ま
で
の 

 
 

 

利
根
川
本
流
の
区
域
（
た
だ
し
、
基
点
第
三
号
と
ウ
の
点
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
小
貝
川
、 

 
 

 

基
点
第
四
号
と
エ
の
点
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
鬼
怒
川
、
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を 

 
 

 

結
ぶ
線
か
ら
下
流
の
江
戸
川
及
び
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
渡 

 
 

 

良
瀬
川
の
区
域
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

基
点
第
一
号 

千
葉
県
香
取
市
と
香
取
郡
神
崎
町
と
の
境
界
線
と
利
根
川
右
岸
と
の
交 

 
 

 

差
点 

 
 

 
 

基
点
第
二
号 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積
地
先
の
合
の
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ 

 
 

 

た
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
の
河
川
管
理
境
界
標
識
（
利
根
川
左
岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
三
号 

茨
城
県
北
相
馬
郡
利
根
町
羽
根
野
地
先
の
国
土
交
通
省
キ
ロ
杭
ゼ
ロ
点 

 
 

 

（
小
貝
川
左
岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
四
号 

茨
城
県
守
谷
市
大
木
地
先
の
鬼
怒
川
護
岸
突
端
（
鬼
怒
川
右
岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
五
号 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
地
先
の
関
宿
水
閘
門
下
流
端
（
江
戸
川
右
岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
六
号 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
地
先
の
関
宿
水
閘
門
下
流
端
（
江
戸
川
左
岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
七
号 

埼
玉
県
加
須
市
本
郷
地
先
の
東
武
鉄
道
鉄
橋
左
端
橋
礎
（
渡
良
瀬
川
右 

 
 

 

岸
） 

 
 

 
 

基
点
第
八
号 

茨
城
県
古
河
市
中
田
新
田
地
先
の
香
取
神
社
鳥
居
右
柱
（
渡
良
瀬
川
左 



 
 

 

岸
） 

 
 

 
 

ア 

基
点
第
一
号
か
ら
三
五
二
度
の
線
と
利
根
川
左
岸
と
の
交
差
点 

 
 

 
 

イ 

基
点
第
二
号
か
ら
二
三
〇
度
の
線
と
利
根
川
右
岸
と
の
交
差
点 

 
 

 
 

ウ 

基
点
第
三
号
か
ら
二
九
二
度
の
線
と
小
貝
川
右
岸
と
の
交
差
点 

 
 

 
 

エ 
基
点
第
四
号
か
ら
六
一
度
の
線
と
鬼
怒
川
左
岸
と
の
交
差
点 

 
 

⑷ 

条
件 

 
 

 
 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
地
先
の
関
宿
水
閘
門
堰
堤
上
流
端
か
ら
上
流
五
〇
メ
ー
ト 

 
 

 

ル
の
区
域
に
お
い
て
は
、
網
漁
具
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

⑸ 

関
係
地
区 

 
 

 
 

千
葉
県
野
田
市
、
柏
市
、
我
孫
子
市
、
印
西
市
、
印
旛
郡
栄
町
、
成
田
市
及
び
香 

 
 

 

取
郡
神
崎
町
、
茨
城
県
古
河
市
、
猿
島
郡
五
霞
町
及
び
境
町
、
坂
東
市
、
常
総
市
、 

 
 

 

守
谷
市
、
取
手
市
、
北
相
馬
郡
利
根
町
、
稲
敷
郡
河
内
町
並
び
に
稲
敷
市
並
び
に
埼 

 
 

 

玉
県
加
須
市
及
び
久
喜
市 

 
 

⑹ 

存
続
期
間 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

備
考 

⑶ 

漁
場
の
区
域
の
度
数
表
示
に
つ
い
て
は
、
全
て
真
方
位
表
示
と
す
る
。 

 

ニ 

公
示
番
号 

東
京
都
内
共
第
十
一
号 

 
 

⑴ 

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項 

 
 

 

㈠ 

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期 

 
 

 
 

 

漁
業
種
類 

 
 

 
 

漁
業
の
名
称 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

 

第
一
種
共
同
漁
業 

 

し
じ
み
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
む
し
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 

第
五
種
共
同
漁
業 

 

こ
い
漁
業 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
な
漁
業 

 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
な
ぎ
漁
業 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 

㈡ 

漁
場
の
位
置 

 
 

 
 

 

江
戸
川
区
及
び
葛
飾
区
の
各
地
先
、
埼
玉
県
三
郷
市
、
吉
川
市
、
北
葛
飾
郡
松
伏
町
、 

 
 

 
 

同
郡
杉
戸
町
、
春
日
部
市
及
び
幸
手
市
の
各
地
先
、
千
葉
県
浦
安
市
、
市
川
市
、
松
戸 

 
 

 
 

市
、
流
山
市
及
び
野
田
市
の
各
地
先
、
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
地
先 

 
 

 

㈢ 

漁
場
の
区
域 

 
 

 
 

 

次
の
基
点
第
二
十
八
号
と
基
点
第
二
十
九
号
と
を
結
ぶ
線
か
ら
基
点
第
三
十
号
と
基 

 
 

 
 

点
第
三
十
一
号
と
を
結
ぶ
線
ま
で
の
江
戸
川
の
本
流
、
基
点
第
三
十
二
号
と
基
点
第
三 

 
 

 
 

十
三
号
と
を
結
ぶ
線
よ
り
上
流
の
旧
江
戸
川
の
区
域
及
び
千
葉
県
野
田
市
関
宿
町
地
先 

 
 

 
 

の
江
戸
川
左
岸
の
高
水
敷
内
か
ら
江
戸
川
の
本
流
に
流
入
す
る
水
路
の
各
区
域 



 
 

 
 

 

基
点
第
二
十
八
号 

千
葉
県
市
川
市
稲
荷
木
行
徳
可
動
堰
上
流
端(

江
戸
川
左
岸)

 

 
 

 
 

 

基
点
第
二
十
九
号 

千
葉
県
市
川
市
河
原
行
徳
可
動
堰
上
流
端(

江
戸
川
右
岸)

 

 
 

 
 

 

基
点
第
三
十
号 

 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
関
宿
水
閘
門
下
流
端(

江
戸
川
左
岸)

 

 
 

 
 

 

基
点
第
三
十
一
号 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
関
宿
水
閘
門
下
流
端(

江
戸
川
右
岸)

 

 
 

 
 

 
基
点
第
三
十
二
号 

千
葉
県
浦
安
市
富
士
見
三
丁
目
東
京
電
力
送
電
線
鉄
塔(

旧
江 

 
 

 
 

戸
川
左
岸)

 

 
 

 
 

 

基
点
第
三
十
三
号 

江
戸
川
区
南
葛
西
七
丁
目
旧
向
卯
水
門
跡
（
旧
江
戸
川
右
岸)

 

 
 

⑵ 

制
限
又
は
条
件 

 
 

 
 

茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
の
関
宿
水
閘
門
堰
堤
下
流
端
か
ら
下
流
百
メ
ー
ト
ル
の
区 

 
 

 

域
に
お
い
て
は
、
網
漁
具
の
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

⑶ 

免
許
予
定
日 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日 

 
 

⑷ 

申
請
期
間 

 
 

 
 

令
和
五
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で 

 
 

⑸ 

関
係
地
区 

 
 

 
 

墨
田
区
、
江
東
区
、
北
区
、
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
及
び
江
戸
川
区
、
埼
玉 

 
 

 

県
三
郷
市
、
幸
手
市
、
吉
川
市
、
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
、
同
郡
松
伏
町
及
び
春
日
部
市
、 

 
 

 

千
葉
県
市
川
市
、
松
戸
市
、
野
田
市
、
流
山
市
及
び
浦
安
市
、
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞 

 
 

 

町 

 
 

⑹ 

存
続
期
間 

 
 

 
 

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

公
述
に
関
す
る
事
項 

 

イ 

公
述
人
の
範
囲 

 
 

 

漁
業
権
者
、
漁
業
権
漁
業
の
経
営
者
、
そ
の
他
利
害
関
係
の
あ
る
者
（
団
体
又
は
機
関
に 

 
 

あ
っ
て
は
、
一
団
体
又
は
一
機
関
に
つ
き
二
人
以
内
と
す
る
。
） 

 

ロ 

公
述
時
間 

 
 

 

一
人
五
分
以
内 

 

ハ 

公
述
の
申
出 

 

 
 

 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
あ
ら
か
じ
め
書
面
に
よ 

 
 

り
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑴ 

提
出
期
日 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

⑵ 

提
出
先 

 
 

 
 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
（
〒
三
三
〇
―
九
三
〇
一 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦 



 
 

 

和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

埼
玉
県
農
林
部
生
産
振
興
課
内
） 

 
 

⑶ 

提
出
内
容 

 
 

 
 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先(

電
話
等
） 

 


